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LST×(4+4) 
23m口径 

20 GeV - 1 TeV 
FOV=4.5° 

SST×(8+32) 
4-6m口径 

1 TeV - 100 TeV 

FOV～10° 

MST×(17+23) 
10-12m口径 

100 GeV - 10 TeV 
FOV=6 - 8° 

 27 か国  

 1127名（日本 8%） 

 177研究機関 

口径23mから10mのチェレンコフ望遠
鏡を合計88台建設 
20GeV~100TeV以上のガンマ線を検出 
27ヶ国 1127名が参加 
 
総建設費約200億円 
日本は42億円(20%)の貢献を目指して
いる 
 



南北両半球に建設し全天観測 
 
2014年にサイト選定 



超新星残骸 

活動銀河核 

銀河団 

連星系 

GRB 

宇宙線の起源 

暗黒物質の探索 

高エネルギー天体 

時空の構造 

Monte Carlo 

Pulsar Wind Nebula  

EBL, Cosmology 

背景輻射 

15 個のPhysics Work Packages 

Pulsars, Global Clausters 
Surveys 
Milky Way 
Intensity Interferometry 



建設開始を控えて、最初の成果に向けて  
Key Science Projectの選定に入った 
優先順位をつけ、建設中の観測時間の割り振りを提案することになる。 
Galactic,       Extragalactic,       Dark Matter/Fundamental Physics  
の3つのカテゴリで議論 
 (Extra-galactic working groupは井上進さんがConvenerになっている) 

•  観測時間は南北2サイト合わせて約1000時間/年 
• この観測時間を CTA内外に提供するOpen Timeと
CTA内部が使う Proprietay Timeに分ける 
• Proprie Timeの大部分を KSPに 



LST仕様 

 観測帯域 20 GeV – 1 TeV 
 望遠鏡構造 
 口径 ２３ｍ 
 鏡面積 ４００ｍ２ 

 焦点距離 28m 
 鏡配置：放物線上 

• 等時性＜0.6ns (r.m.s) 
 総重量 ７0トン 
 回転速度 １８０°/20秒 

• ＧＲＢなどの観測 
 鏡能動制御 
 トラッキング精度 ２０秒 

 主焦点カメラ 
 視野 4.5度 (225cm) 
 PMT 1855本 (0.1度/ピクセル) 
 

 

V241a 増田周 講演参照 



分割鏡 ： 220枚/望遠鏡 

Mirror area: 1.958m2 

重さ        46 kg 
焦点距離 28.0 ~ 29.2 m 
 

D80=16.4mm 
R=57.02m 

(カラーバー±20μm) (赤円 : D80) 

PMD方で測定した 
理想球面からのずれ 

Raytraceにより求めた 
スポットサイズ 

• 風雨にさらした状態で10年で10%以下の耐
久性を持つことを目指している 
• 焦点距離28mでスポットサイズは16mm以下
を目指している 
• これらの性能を全ての分割鏡で検査できシ
ステムを開発している 

V242a 馬場浩則 講演参照 

1.51m 

LST用分割球面鏡 



分割鏡の方向を常に調節する 

Fix points 
fixed 

1 axis free 

2 axis free  

分割鏡の後ろにActuatorを2つ取り

付け、常時方向を調節する。
Actuatorの開発が終わり、望遠鏡1
台分発注された。 
 

CMOSカメラ(DMK 42AUC03)により常

時望遠鏡光軸をモニターし、分割鏡の方
向をActuatorで最適化する 

V242a 馬場浩則 講演参照 



PMT Cluster：7本のPMTモジュールからなる 
• PMT 2000本の生産・納品が完了 
• プレアンプの設計が終わり量産体制に入った。 
• 全てのPMTモジュールをアルミパイプでシールドする 
• PMTモジュール Front-end 回路の間の回路の設
計を行っている 

V243b 猪目祐介 講演参照 



• 1 から 8333 p.e. Dynamic Range 
•  300 MHz 帯域 1~2GS/s 
• 観測中の消費電力13.5W  
 

0.6phe 

139phe 

83phe 

8333phe 

●HG 
●LG 

LST一号機に向けた読出し回路設計が終わり、最終チェック
を行っている 

ペデスタル 

1光電子 

2光電子 

HV 1300V、PMT gain 4.5×105 
1光電子測定試験。 

V244b 今野裕介 講演参照 



• 鏡の曲率測定システムが完成。 
•分割鏡の制作は進行中。順次 反射率と曲率を測定する 
•鏡方向調節器AMCの設計完了。 
•PMTクラスター、読出し回路の設計が完了。量産に入る 
•2014年終わりにCTA準備期間が終わり、建設期間に移行する 
 

•サイトは 2014年最終決定 
•それから インフラ整備望遠鏡建設 
•2016年後半にファーストライト 
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